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実践報告 
 
児童の自覚的な学びの育成についての実践研究 
－ヴィゴツキーの理論を援用した授業の在り方について－ 
 
 井手 瑞恵* 
 
Practical Research on the Development of Subjective Learning of Children： 
On the Way of Classes That Incorporate Vygotsky’s Theory 
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【要約】本研究は，児童に自覚的な学びの育成を図るために，ヴィゴツキー理論を援用して授業の在
り方を探り，「イメージマップ」と「思考を促す学びの過程」を用いた授業を行い，その結果を検証す
ることを目的とする。その結果，「イメージマップ」は，単元の見通しの把握，自己の学習の客観的な
把握ができること，「思考を促す学びの過程」が児童の自力解決の補助的ツールとなり，主体的に学習
に取り組むことができることが明らかとなった。 
 
【キーワード】自覚的な学び，ヴィゴツキー，イメージマップ，思考を促す学びの過程，算数科， 
  
１．問題の所在 
(1) 「わかったつもり」から「自覚的な学び」への転換の必要性 
授業中に基礎的・応用的な問題が解けていても，時間が経過すると応用的な問題が解けなくなった
り，別の場面で活用できなかったりするという課題がある。児童が言う「わかった」は，その授業で
出された問題が「解けた」ということであり，確かな理解に至ったわけではないということ，つまり
「わかったつもり」になっていることが考えられる。この「わかったつもり」が，児童の深い学びや
自覚的な学びを阻害する 1 つの要因になっているのではないかと考える。 
無藤(2010)1は，幼児教育が小学校以上の教育の基盤を作ると述べ，「幼児教育の原理は無自覚の学
びにある」「小学校教育の原理は自覚的な学びにある」とし，それぞれの教育の違いについて示してい
る。昨年度の異校種実習において，幼児は遊びを通して，人と関わる力や自分の気持ちを言葉で表現
する力など幼稚園要領でねらいとされている内容を，意識せずに（「無自覚」のうちに）学んでいるこ
とが明らかとなった。一方，小学校における「自覚的な学び」とは，教師が与える課題に興味をもち，
自分の課題ということを意識して（「自覚」して）学ぶことを指す。 
これらのことから，児童の「わかったつもり」を「自覚的な学び」へと転換することが必要である
と考える。ここでいう「自覚的な学び」とは，児童が自分の課題として自覚して学ぶこと，また，単
元を通してどのような力を身に付けるのかを自覚することであり，「使える」ようになるために，学ん
だ知識を自覚的に随意的に使うことができるようにすることとする。 
 
(2) 深い学びへとつながる協働的な学びを取り入れた授業づくりの必要性 
現任校で取り組んでいた『学び合い』に代表されるような協働的な学びは，児童が一人でするとき
よりも多くの問題や困難な問題を解くことができ，児童への意識調査の結果から下位の児童の意欲の
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向上も見られ協働での学びは有効であるといえる。友達に教
えることで学習の定着率が高くなる傾向にあるものの，学力
の低い児童にとっては，1 単位時間の学習問題を解決すること
だけが目的となってしまい，なぜそうなるのかを理解した解
答ではなかったと考えられる。そのため，次に一人で問題を解
いたときに正しく答えられないという実態もみられた。しか
し，その要因と解決策を明らかにできないまま改善に至らず
にいた。 
このことから，深い学びへとつながる協働的な学びの在り
方を探る必要があると考える。 
そこで，本研究では，研究構想図（図 1）に示したように，
「わかったつもり」で終わらせず，学んだ知識を使えるように
するために，児童の自覚的な学びを促す方策や深い学びへつ
ながる協働的な学びの在り方を探り，授業改善を図ることを
目的とする。 
 
２．研究方法 
(1) ヴィゴツキーの理論研究を行い，「わかったつもり」でとどまっている原因を探り，「自覚的な学
び」の根拠となる考えを明らかにする。 
(2) 小学校算数科において，自覚的な学びを促すための授業を構想し，現任校で授業実践を行い，そ
の効果を検証する。 
 
３．研究の内容 
(1) ヴィゴツキー理論の研究 
① 「ことばの自覚性の発達」と「概念の体系性の発達」との関連  
本研究が目指す「自覚的な学び」中の「学んだ知識を自覚的に随意的に使うことができるようにな
ること」は，子どもの中の概念が体系化されると，学んだことやことばを意識して使い分けることが
できるようになるということと関連があると考える。つまり，「自覚的な学び」はヴィゴツキーのいう
「ことばの自覚性の発達」・「概念の体系性の発達」と関連しているといえる。 
「ことばの自覚性の発達」とは，子どもが日常生活の中で自然と身に付けたことばの意味や概念（以
下「生活的概念」とする）を理解することである。幼児期の子どもは，その言葉で表されるものが何
かはわかって使っていても，その概念そのものについてはわかっておらず，正しく使い分けることが
できないことは昨年度の異校種実習において明らかとなった。 
さらに，ヴィゴツキー(2001)2は，「概念は体系のなかでのみ自覚性と随意性を獲得することができ
る」と述べている。これは，「生活的概念」を自覚するためには，「科学的概念」と関係づけ体系化を
図ることが必要となるということを表している。「科学的概念」とは正真正銘の確かな真の概念であ
り，教授される科学的知識である。柴田(2006)3によれば，子どもが，自分のもつ知識について無自覚
であるのは，それらの知識が子どもの頭のなかで相互に何の関連ももたず，ばらばらに存在すること
からきており，逆に，自分の頭のなかにある考えや知識や概念を自覚するということは，それらを別
の概念と関係づけ，それらのつながりを，言葉で言い表すことができるということである。 
図 1 本研究における単元構想図 
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これらのことから，児童が学んだ知識を「わかったつもり」で終わらせず，自覚的・随意的に使う
ことができるようになるには，児童の頭の中でばらばらに存在している前学年までに学習した知識や
考えをつなぎあわせ，それらのつながりをことばで言い表すことができるようになったり，教科のも
つ本質を理解したりすることが重要であると考える。そのため，児童の知識や概念を相互に結びつけ
るような方策を探ることが必要であろう。 
② 発達の最近接領域 
ヴィゴツキー(2003)4によれば，子どもの自主的活動に
おいて可能な問題解決の水準（＝「現下の発達水準」）と
他人の助けや他人との協同のもとで可能な問題解決の水
準（＝「明日の発達水準」）のあいだに見られる差異が，
子どもの『発達の最近接領域』を決定する(図 2)。また，
ヴィゴツキー(2001)²は「共同のなか，指導のもとでは，
助けがあれば子どもはつねに自分一人でするときよりも
多くの問題を，困難な問題を解くことができる。」と述べている。つまり，今日誰かの助けを受けて模
倣してできたことは，明日には自主的にできるようになる可能性があるということである。 
ただし，ヴィゴツキー(2001)²によると，この模倣は，誰にでもできることではなく，自分自身の知
能の可能な領域内にあるもののみを模倣することができるもので，そのため，模倣によっても以前に
解答できなかった問題のすべてを解くことができるようにはならないと述べている。つまり，友だち
とともに算数の問題を解くときに，その根拠となる考え方や前学年までの学習を理解していないと，
ただ解答を出しただけでは本当に「わかった」ことにはならないのである。まさにこのことが，現任
校での『学び合い』における課題を生み出した要因であると考える。 
 これらのことから，学習の中で，ただ協働的な学びを取り入れるだけではなく，個に応じたレディ
ネス調整や補充をしたり，問題に対してどのように考えるとよいか示唆を与えたりするような手立て
が必要であると考える。つまり，一人一人の発達の最近接領域の違いを意識し，すべての児童が授業
でねらいとする力を身に付けることができるような授業を構成する必要がある。 
 
(2) 自覚的な学びを促す単元構想 
① 本研究における単元構想 
図 3 は本研究の単元構想図である。本構想図に示したよ
うに，単元の最初にイメージマップを使用し，これまでの
学習とのつながりを自覚させたり学習の見通しをもたせ
たりして，ヴィゴツキーのいう概念の体系化を図る。また，
単元の最後に，学習の中の大事なことやできるようになっ
たことをイメージマップに書きこむことで確認を行い，自
己の学習を自覚させ，できることが増えたことへの達成感
から次の学習へ意欲をもたせることができるようにする。 
さらに，授業のめあてを達成するための自力解決の場面
で開発した「学びの過程」を提示することでどのように考
えればよいかという活動の見通しをもたせたり，どこまで
わかったのかを自覚させたりすることにより，子どもの
図 3 本研究における単元構想図 
図 2 最近接発達領域（ZPD） 
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「明日の発達水準」に目を向け，協働的な学びを通して一人でも問題を解決できるようにする。 
② イメージマップによる自己の学習の可視化 
児童が自己の学習を自覚するということは，現時点で自分はどこまで分かっているのか，何が分か
っていて何が分からないのかということを意識することであり，さらに，単元の学習が終わった時点
で，その学習を通してどのようなことを身に付けたか・わかるようになったか，何ができるようにな
ったかを意識することであると考える。「わかったつもり」で終わらせず，自己の学習を意識的・客
観的に捉えさせるためには，児童に自己の学習を可視化させることが必要であると考える。     
自己の学習を可視化するのに適した思考ツールとして，コンセプトマップやマインドマップなどが
あるが，本研究ではウェビングを活用する。小学校の「総合的な学習時間」によく用いられるウェビ
ングは，あるテーマを設定し，個々人の経験や興味・関心に基づいてそこから派生する，あるいは関
連するものをくもの巣状に図式化して表現するもので，イメージマップと呼ばれることもある。学習
の初めと終わりに作成したウェビングを比べた時に，自分の学びと広まりが一目瞭然となり，児童は，
自己の成長をはっきりと自覚することができる。つまり，本研究で目指す学習前後の自己の学習の広
がりを自覚することに適しているといえる。 
また，思いつくままに自由に広げていけるので，コンセプトマップのように言葉の順序性を考える
必要がない。さらに，マインドマップのように細かいルールで制限をかけることもないのですべての
児童にとって取り組みやすく，使い方によっては，概念を体系化できる。以上のことからウェビング
を取り扱うことにした。ただし，児童にとってウェビングという言葉がわかりにくいため，本研究で
はイメージマップとする。 
廣島ら(2015)5は，小学校理科の学習でイメージマップを単元学習の前，途中，後に作成させ，学習
者が自己学習をふり返る学習支援ツールとして利用できることを報告している。また，イメージマッ
プを利用した学習の振り返りが単元学習のどこに有効に働くかの検討も行っていた。 
イメージマップを使う研究の多くは，理科や総合的な学習の時間を対象としたものであり，算数に
おける先行研究はほとんど見られなかった。林(2008)6は，小学校算数科で，「平行」が日常の事象で活
用されている場面や物を想起させるためにイメージマップを利用する研究を行っているが，本研究で
目指す既習事項のふり返りや学習の見通しに活用する研究ではなかった。 
③ 「学びの過程」の活用による学び方の理解 
自己の学習を可視化するとともに，課題に対してどのように学ぶかを自覚させる方策として，「思考
を促す学びの過程」を提示することにした。それは,毎時間のめあてに対して，一人学びの時に何をし
てよいか分からずに，活動が停滞してしまう児童がいたからである。協働的な学びの中で「学びの過
程」を基に問題解決の見通しをもつことで，友だちの模倣で終わらず，自己の学びを自覚することが
できるであろう。先行研究では，今回開発した「思考を促す学びの過程」（以下，「学びの過程」とす
る）のように，目標を達成するために「学びの過程」を用いて学習に取り組ませる授業スタイルの実
践研究は見られなかった。 
 
(3) 授業実践 
・実施期間：平成 29 年 5 月～7 月 
・対象：第 6 学年児童 4 クラス 142 名 
・単元：「文字と式」「分数のかけ算」「分数のわり算」 
① イメージマップの活用 
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単元の導入時に，既習事項を振り返り，学習の見通しを持たせることを目的に授業を行った。これ
までの学習でわかっていること・大事だと思うことなどを思いつくまま書き出させる。さらにそれか
ら連想したことや関連する学習について外側に広げさせる。そこで，学習前にこれまでわかっている
ことは何かを視覚的に捉えさせ，その単元ではどのような学習が必要かを考えさせることで，学習の
見通しを持たせ単元の学習計画を立てた。また，単元の終わりには，導入時でかいたイメージマップ
に，単元を通して学んだことを追記させ，自己の学習をふり返らせた。 
② 学びの過程の提示 
毎時間のめあてを達成するために，何をすればいいのかを可視化し，児童が主体的に学ぶことがで
きるよう「思考を促す学びの過程」を提示した。思考操作だけでなく言語活動など具体的な活動の内
容を提示することで，児童自身がどこまでできて（わかって）どこができて（わかって）いないのか
を自覚させるようにした。 
③ 研究方法 
ⅰ）イメージマップの分析 
「文字と式」「分数のかけ算」「分数のわり算」
の 3 つの単元で活用したイメージマップを用い
て，次の 3 点について分析を行った。分析にあた
っては，Ｔ検定を用いた。 
〇 学習前後のキーワード数の変化 
〇 3 つの単元におけるキーワード数の変化 
〇 キーワード同士のつながりの様子の変化 
ⅱ）質問紙調査の実施 
イメージマップや「学びの過程」に対する児童
の意識効果を把握するために，6 年児童（N＝128）
に対して質問紙調査(表 1)を実施した。9 つの質
問項目について 4 件法で，2 項目に対しては自由
記述での回答を得た。分析にあたっては，X²検定
や回帰分析を行った。 
④ 結果と考察 
ⅰ）イメージマップの活用について 
○ 学習前後のキーワード数の変化 
単元の学習前と学習後のイメージマップのキー
ワ ード数の平均を単元毎に比較したのが表 2 であ
る。Ｔ検定の結果，学習後(M＝19.01，SD＝7.83)
の方が学習前(Ｍ＝11.63，SD＝4.79)よりもイメ
ージマップのキーワード数が有意に多い(t(117)
＝18.43，ｐ＜.001)という結果が得られた。 
○ 3 つの単元における学習後のキーワード数の変
化 
1 つ目の単元「文字と式」(図 4)ではキーワー
ド数が 23 であったが，3 つ目の単元「分数のわり
表 2 単元ごとのキーワード数の平均の変化（N=117） 
表 1  質問紙調査項目 
図 4 Ａ児「文字と式」学習後 
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算」(図 5)では，キーワード数が 37 と増加してい
た。学んだことを自分の言葉で文章化したり，友
だちの考えや学習後に分かったこと・できるよう
になったことを色ペンで書き加えたりしてイメー
ジの広がりや具体化が見られた。 
このように，繰り返してイメージマップをかく
ことで，かくことにも慣れ，算数の事象を体系的
に捉えることができるようになっていると考えら
れる。 
○ キーワード同士のつながりの変化 
はじめは，1 つのキーワードから 1 つのキーワードに伸びる単線型が多かったが，1 つのキーワ
ードから複数のキーワードへ延びる複線型のマップが多くみられるようになった。その児童の割合
も単元「文字と式」では 12.3％だったのが，単元「分数のわり算」では 52.5％と増えた。つまり，
既習事項とのつながりを意識する児童が増え，単元と単元の系統性を意識せずに学んでいた算数の
事象を体系的に捉えることができるようになっていると考えられる。イメージマップをかいたとき
の児童の感想には表 3 のようなものがあっ
た。学習前には，既習事項を思い出してつな
がりを意識したり，これからの学習に対する
意欲が高まったりする意見がみられた。学習
後には自己の学習の広がりを自覚したこと
を把握した表現が見られた。つまり，イメー
ジマップは視覚的に自己の学習の広がりを
メタ認知できるとともに，学習内容の中で重
要なことやできるようになったことを客観
的にとらえるための一助になると考えられ
る。 
○ 意識調査の結果 
児童の意識調査で 4 件法での回答を得た 9
項目については，肯定的な回答のうち「そう
思う」を１，どちらかといえばそう思う」を
2，否定的な回答のうち「どちらかといえばそ
う思わない」を 3，と「そう思わない」を 4 と
数値化して平均値を出し，表 4 にまとめた。
その結果，どの項目も平均値が 2 以下であり，
肯定的な意見が多かったといえる。特に，質
問 3「（イメージマップをかくことで）前の学
年の学習をふり返ることは役に立つと思い
ますか」の平均値は 1.38，質問 4「前の学年
の学習が 6 年の学習に活かされていると思い
ますか」の平均値は 1.29 とそれぞれの平均値
図 5 Ａ児「分数のわり算」学習後 
表 3 学習前と学習後の児童の感想 
表 4 各質問項目に対する結果 
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が低く，イメージマップを活用した効果をより強く感じていることがわかった。 
○ 好き嫌いとの関連 
問 1 で「算数が好き」だと肯定的に回答した
児童の割合は 73.6％であった。また，問 2 で
「イメージマップをかくことが好き」と肯定
的に回答した児童の割合は全体の 76.6％で，回
帰分析の結果，算数が好きな児童（β＝.52，
p＜.0019）ほど，イメージマップが好き（Ｒ²
＝.26）であることが分かった（図 6）。 また，
算数に苦手意識のある 25.8％児童のうちの
60.6％の児童が「イメージマップを好き」と
肯定的に回答しており，イメージマップを使
うことは算数が苦手な児童にとっても取り組みやすいと言える。 
○ ふり返りと見通しとの関連 
問 3 の「前の学年の学習の振り返り」につい
て「役に立つ」と回答した児童の割合は 93.8％
と 9 割を超えていた(図 7)。問 5 で「イメージ
マップをかくことで学習の見通しをもつことが
できる」と肯定的に回答した児童の割合は
83.6％と 8 割を超えていた(図 8)。また，イメー
ジマップが好きな児童ほど，イメージマップを
かくことで見通しをもつことができる（Ｒ²
＝.38，β＝.47，p＜.001）と考えていることが
わかった。また，イメージマップで見通しをも
つことができると答えた児童ほど，算数の授業
の中で自分が分からないことが何かがわかる
ようになったと答えている（β＝.27，ｐ＜.05，
Ｒ²＝.15）。自由記述では「今までの知識が（学
習で）使えた」「見通しが持てる」などの記述
も見られた。つまり，学習前にイメージマップ
をかくことで，児童は見通しをもったり自己の
学習状況について自覚したりすることができた
といえる。 
○ イメージマップについての考え
方・感想 
イメージマップについての自由
記述を 8 つのカテゴリーに分類し，
さらにそれぞれに対する「肯定的意
見」「否定的意見」「改善点」に分
けて数値化したものである。この表
表 5 自由記述のカテゴリー   ＊複数回答あり 
図 6 算数の好き嫌いとイメージマップの好き嫌いとの関連 
（N＝128） 
図 7 振り返りに役立つかどうか（N＝128） 
こめ アンケート集計結果 
図 8 学習の見通しをもつことができるかどうか 
                           （N=128） 
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に見られるように，「見通しがもてる」，「既習事項の振り返りができる」，「考えの広がりがあ
る」と肯定的な考えを書いた児童が多くみられた。しかし，算数をあまり好きではない児童は，既
習事項の理解が不足しているため，「何を書けばよいかわからない」「面倒くさい」などと 16.4％
の児童が回答していた。 
これらのことから，児童は，イメージマップをかくことに対して肯定的で，全体の 8 割以上の児
童が「学習の見通しをもつことができる」，「既習事項の振り返りが役に立つ」などイメージマップ
を活用した効果について意識していることが分かった。また，分析の結果から，学習の見通しをも
つことで，学習後に自分がどこまでわかってどこが分からないのかをメタ認知することができるこ
とが示唆された。学習前と学習後ではキーワード数が増え，児童自身ができるようになったことが
増えたという自己の学習の広がりや深まりを視覚的に把握することができたといえる。つまり，イ
メージマップを活用することによって，児童が自己の学びを意識する（＝自覚する）ことができる
と考える。 
しかし，算数の学習に苦手意識を感じている児童については，イメージマップをかくことを肯定
的に捉えている児童が多いものの，かき方に難しさを感じているので，さらに改善していく必要が
あるといえる。 
 
ⅱ）思考を促す学びの過程の活用 
○ 「分数のかけ算」における活用の実際 
単元「分数のかけ算」の中の逆数の学習で
は，図 9 のような「作る→きまりを見つけ
る→説明する」という学びの過程を提示し
た。一人学びで児童はこの学習過程に沿っ
て自分自身でできるところまで学習を進
め，グループ学びではわからない人から話
すようにさせた。その間，教師が指示を出す
ことはなく，児童の学びを途中で遮ることがないため，学習に集中することができた。また，授業
観察からも，普段は自力解決の場面では活動が滞ってしまう児童が学びの過程に沿って学習を進め
ている姿が見られた。グループ学習では，
自己の学習状況について学びの過程を使
って「式を作るところまではできているけ
どきまりがわからない」などと説明する様
子がみられた。 
○ 「思考を促す学びの過程」の役立ち感 
質問紙調査で，「『学びの過程』が考える
ときに役に立ったかどうか」を聞いたとこ
ろ，児童の 90.7％の児童が「考えるときに
役に立つ」と肯定的に回答し(図 10），自由
記述では 68.8％の児童が学習内容や学習の順序が分かりやすかったと肯定的に答えた。しかし，「ヒ
ントを出しすぎている」「考えるときにあまり見ていない」という否定的な意見もあった。 
以上のことから，「学びの過程」を提示することによって児童は学習の進め方や考え方が分かり，
図 9  逆数の学習で活用した学びの過程（分数のかけ算） 
図 10 「学びの過程」が役立つかどうか 
こめ アンケート集計結果 
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主体的に学習に取り組むことができるようになるといえる。また，児童自身がどこまでわかってい
てどこがわからないのかという自己の学習状況を把握する，つまり自己の学びを自覚することを促
すことができると考える。 
 
(4)  まとめ 
① 単元のスタート時点の学習への自覚 
 質問紙調査の結果から，児童は，単元学習のはじめに既習事項をふり返りながらイメージマップを
かくことで，前の学年の学習とのつながりを意識し，これからの学習の見通しをもつことができたと
感じていることがわかった。その結果，実際の授業において，これまでは単元の計画は教師が立て児
童は教師が立てた計画に合わせて学習を進めてきたが，「この単元ではどんなことができるようにな
ればいいのか」ということを授業の中で話し合いながら児童とともに単元計画を立てることができる
ようになった。さらに，新たに学習する単元につながる既習事項について自主的に学習してくる児童
もみられるようになった。 
② 自己の学びの自覚 
児童に「学びの過程」を提示することで，学習の順序や内容がわかるので役に立つと感じているこ
とがわかった。実際の授業の中では，算数が苦手で学習に消極的な児童が逆数の学習でかけると 1 に
なる分数の式をたくさん考え主体的な活動を行っていた。またグループで話し合うときに，ただ「わ
からない」と言っていた児童が「ここまでわかった」「ここがわからない」と言えるようになってき
た。 
③ 学習の終わりの学習成果の自覚 
キーワード数のつながりの線が有意に増加したり，イメージマップの具体化や認識の広がりがみら
れたりしたことから，算数の事象を体系的に捉えることができるようになっているということが示唆
された。授業後のイメージマップの使用に関する感想からは，達成感や次の学習への意欲が見られた。 
以上のことから，本研究の授業の基本構想にあげた「イメージマップ」と「学びの過程」を活用す
ることは，既習事項をふり返らせ，学習の見通しをもたせることができ，児童のバラバラの知識をつ
なげて自覚させることができることが明らかとなった。また，授業で学んだことは何かをイメージマ
ップにかき，メタ認知することで，さらに自己の学びに自覚的になることを促すことができたといえ
よう。 
また，協働的な学びをより深い学びへとつなげるために提示した「思考を促す学びの過程」は，授
業のめあてを達成するための自力解決の場面において，主体的，自覚的な学びを促すことができたと
考えられる。 
 
４．研究のまとめと今後の展望 
(1) 児童の自覚的な学びの重要性の理解 
研究を進めていく中で，授業における「自覚的な学び」は，これからの学校教育において重要な視
点になると改めて考えるようになった。本研究では，児童の自覚的な学びを促す方策として「イメー
ジマップ」や「学びの過程」を活用し，その効果について検証を行った。その結果，これらは児童の
学習意欲の向上や学習の見通しの把握や自己の学習状況のメタ認知に関与し，児童が自分の課題や学
習を通して身につけるべきことを自覚して学ぶことができるようになることが示唆された。また児童
自身がどこまでわかったのかを自覚することで「わかったつもり」を改善できるといえよう。今後は
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図形領域など他の単元や他教科での実践を検証したり，さらにグループ学習を充実させたりするなど
自覚的な学びを促すための方策について考えていく必要がある。 
 
(2) 児童の自覚的な学びを支える教師の自覚の必要性 
本研究を通して感じたことは，児童の自覚的な学びを促すために，教師自身が単元の指導内容を体
系的に捉えるとともに，児童にどのような力をつけるかを明確にする必要があるということである。
単元における本質的な理解や永続的理解について考えることやめざす学力の質の違い（知っている，
できる・わかる，使える）について教師自身が自覚することで，児童に身に付けさせるべき力は何か
を考え，「教科書を教える」のではなく，「教科書で教える」ことを意識した授業デザインができるこ
とが実感できた。そうすることによって，授業中に問題が解けたら児童が「わかった」と判断するの
ではなく，児童に身に付けさせたい力が実現できたかどうかを判断することができるようになり，「わ
かったつもり」を改善する方向に進んでいくと考える。 
 
(3) 深い学びへつながる協働的な学びの在り方の再考 
協働的な学びをより深い学びへつなげるために，「学びの過程」を提示し，グループ学びの時に理解
が不十分な児童から発言させたり，グループ全員の理解を深めるための「話し合いの視点」を提示し
たりした。しかし，この実践については，授業で十分な時間を確保できなかったため，検証までには
至らなかった。今後さらに実践を工夫し，研究を発展させる必要がある。  
引用文献 
1 無藤 隆(2010)．幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議
（第 2 回）配布資料．【資料 2】無藤委員発表資料． 
2 ヴィゴツキー著.柴田義松訳(2001)．『新訳版 思考と言語』．新読書社． 
3 柴田義松(2006）．『ヴィゴツキー入門』．寺子屋新書． 
4 ヴィゴツキー著．土井捷三・神谷栄司訳(2003)．『「発達の最近接領域」の理論－教授・学習過程に
おける子どもの発達』．三学出版． 
5 廣島亨他(2014)．「イメージマップを利用した学習のふりかえり－小学校 4 学年「電気の働き」単
元を事例として－」．北海道教育大学大学院高度教職実践専攻研究紀要．『教職大学院研究紀要』．
4，pp.75－83． 
6 林裕一(2008).『算数科における「活用力」を高める学習指導』．福島県教育センター紀要 38．1－
17． 
 
参考文献 
・国立教育政策研究所(2011)．『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（小学校
算数）』． 
・トニー・ブザン バリー・ブザン著．神田昌典訳(2005)．『ザ・マインドマップ』．ダイヤモンド社. 
・西川 純(2010)．『クラスが元気になる！「学び合い」スタートブック』．学陽書房． 
・日比生究(2002)．「「ウェビング」の活用」．北海道立理科教育センター研究紀要．14，46－49． 
・森本信也・稲垣成哲(1999)．「理科における授業研究の進め方―構想からまとめ方まで―」．東洋出
版社．  
・文部科学省(2008)．『幼稚園教育要領解説』．フレーベル館． 
・文部科学省(2008)．『小学校学習指導要領解説 算数編』．東洋館出版社． 
 
（2018 年 2 月 16 日 受理） 
                                                   
